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中世盛期ブリュッセル地域の修道院所領
―ラ・カンブル修道院13世紀前半文書の分析―

Les domaines abbatiaux de la région bruxelloise  
au Moyen Âge central: Analyse des documents de la  

première moitié du XIIIe siècle de l’abbaye de la Cambre

舟　橋　倫　子
要 旨

　本稿は，ラ・カンブル修道院の旧文書庫に収容されていた13世紀前半の文書
史料の分析から修道院所領の包括的な輪郭を提示する試みである。その所領は
都市的集落ブリュッセルを中心としてほぼ50キロ圏内に位置し，センヌ水系の
低湿地や森林に集中的に展開して，都市の需要に向けられた経済活動の場が整
備されたことが明らかとなった。
　さらに，この時期の所領形成に特徴的な要素として，多数の十分の一税取得
地の集積があった。都市への恒常的な人口流入に伴って小教区教会が増加して
いったのは，まさにラ・カンブル修道院によって所領形成が進められていた地
域であった。文書から読み取れたラ・カンブル修道院への譲渡のプロセスは，
在俗教会と修道院さらに俗人領主による妥協点の模索を通じた十分の一税を主
軸とする地域秩序の再編の方向性を示していると考えられる。小教区教会の在
俗聖職者と修道院所領経営との関連性・連動性に都市ブリュッセルとその周辺
地域の特色が見てとれる。
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は じ め に1）

　中世盛期に都市的集落ブリュッセルに近接して創建された一群の修道院2）

が，グランギア及びクルティスに緩やかに結びつけられた土地や諸権利に

よって所領を形成し，所与の諸条件に適合的な開発によって経済活動を実

践してきたことは早くから指摘されてきた3）。それらが経済的・社会的統

合の要となって周辺農村の再編が進行していったことはブリュッセル都市

史の共通理解となっている4）。さらに，都市への食料供給という問題関心

から，近郊で生産される肉，淡水魚，野菜が都市住民の食生活に果たした

重要性に着目した研究も蓄積されている5）。近年では，文献史料と考古学

的研究との相互補完的な利用によって一つの地域を描き出す試みが進めら

れている6）。また，修道院所領の重要な要素である十分の一税について，か

つての通説の全面的な見直しが進められ，キリスト教社会に特徴的な財の

循環を促進し，社会結合に本質的な役割を果たしたことが注目されている7）。

しかし，ラ・カンブル修道院の豊富な文書史料は，上述の研究の素材とし

て部分的に利用されるに留まり，ほぼ手つかずの状態にある。

　本稿は，ラ・カンブル修道院の旧文書庫に収容されていた13世紀前半の

文書史料の分析から修道院所領の包括的な輪郭を提示する試みである。そ

こからは，修道院という宗教組織の所領経営を不可欠な要素としていた中

世都市の一断面が浮き彫りになることが期待される。特に，近年の新たな

分析視角によって研究者の関心を集めている十分の一税を主軸とする小教

区教会の在俗聖職者と修道院所領経営との関連性・連動性は，13世紀半ば

まで小教区を統括するサンミッェル参事会教会が中心集団として十分に機

能していなかったブリュッセル地域8）においてより明確に見えてくると考

える。

　これまで主要な研究対象とされてきたブリュッセル地域の修道院は，南
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西部に位置するフォレ，グラン・ビガール両女子修道院と，北東部のグリ

ンベルゲン修道院である。フォレとグラン・ビガール修道院に関しては，

ブリュッセル地域住民の崇敬を集めていた聖女の遺骨と礼拝堂を，管理下

においた小教区教会に統合して聖なる空間を形成し，墓地への埋葬と死者

供養を基軸として周辺住民と永続的な関係を取り結んだことが注目されて

きた9）。また，農村の経済成長の成果を利用するために拡大過程にあった

小集落に定着し，都市の経済成長とリンクした利潤追求の多角的な所領経

営を展開したことが検証されている。特にフォレに関しては，周辺農村か

ら都市へ恒常的に流入してくる人々を新たに開発した所領に定着させ，小

教区の増設によって組織化していったことも指摘されている10）。

　北西部に位置するグリンベルゲン修道院に関しては，ブラバン公の主導

による森林開発の要として設置され，未耕地での牧畜経営によって都市へ

の食料供給に重要な役割を果たしたことが明らかにされている。特に，13

世紀以降に未耕地の取得によって商業活動への直接的な関与を図る都市住

民との共有地の用益権をめぐる問題を検討した研究が蓄積されている11）。

また，これらの修道院に伝来する多数の文書史料は，ブリュッセル都市史

の主要な素材として多様な文脈で利用されてきた12）。

　しかし，1201年に都市的集落により近接して創建されたシトー会女子修

道院13）ラ・カンブルに関する研究史は豊富とは言い難く，少ない成果もこ

れまで教会史や思想史の分野に限られがちであった14）。その中で，ノット

バールは当該修道院の文書庫に収蔵されていた多量の文書史料に注目して

修道院の社会・経済的側面の具体的な検討を行った15）。しかし，その研究

は修道院の創建状況の解明に力点が置かれ，また文書史料の編纂と刊行と

いう彼の目標も未達である。

　さらにラ・カンブル修道院に関する研究蓄積が進まない一要因として，

伝統的なシトー会女子修道院という枠に研究視角が固定されてきた点が挙
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げられる。ヴィレール・ラ・ヴィル修道院の後援と保護の下で順調に発展

したラ・カンブル修道院は，シトー総会議事録によると1232年にシトー総

会で承認された。その際母修道院としてオールヌが，さらに1240年にクレ

ルヴォーへと変更されている16）。特にブラバンの敬虔な女性たちとの積極

的な交流で知られるヴィレール修道院との密接な関係が周知のものとして

扱われる傾向にあった17） 。ノットバールによる修道院初期史の検討もシト

ー会女子修道院という基本性格を前提として進められている。しかし，近

年のシトー会女子修道院研究の進展は個々の共同体の多様性を明らかにし，

総会議事録から想定されるシトー会女子修道院の規範的なモデルの下に傘

下の女子共同体を一括りにすることへの警鐘を鳴らしている18）。以上の研

究状況を鑑みて筆者が13世紀の史料調査を行ったところ，ラ・カンブル修

道院の旧文書庫所蔵の文書からは両修道院の娘院としての記載を見出すこ

とはできなかった。また，シトー会女子修道院の組織化がタール女子修道

院で毎年開催される女子修道院長達の出席による総会によって進められた

とする研究もあるが19），ラ・カンブルの史料からはタール総会及びシトー

総会に関する記述も見つけられなかった。従って，本稿においては，ラ・

カンブル修道院をある程度の自律性を持った団体として扱える可能性を念

頭において分析を行った。しかし，十分の一税に関してはシトー会全体へ

の免除に則ってラ・カンブル修道院の免除特権享受が教皇によって確認さ

れる形を取っていることから，シトー会組織の一員として機能していたと

いう点も考慮に入れるべきであると考える。

　近年ブリュッセル市のイニシアティブによって進められた一連の考古発

掘と地理学的な調査の成果はコミューンごとに取りまとめて刊行され，ブ

リュッセル地域史研究の集大成の観を呈している。イクセルの巻でラ・カ

ンブル修道院の幾つかの建造物の遺構の調査結果が詳述され，近世以降の

農場や水路の有様が検証された。その後，ラ・カンブル修道院の遺跡とそ
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の周辺のフィールド調査が個別的に行われ，かつての食堂の調査，農家の

別棟の建物の検証，修道院長室の遺物の分析，建造物の木組み年輪年代測

定などが実施された。しかし，度重なる増改築や都市開発による遺構の破

壊，また調査対象の数量的・質的な限定性といった要因によって中世盛期

の検討は部分的なものに留まっている20）。

1．ラ・カンブル修道院の文書史料状況

　ラ・カンブル修道院の旧文書庫に収蔵されていた文書史料は，単葉の文

書群と16世紀に作成されたカルチュレールの 2系統で伝来している。単葉

文書は「ブラバン教会文書」という枠組みに分類され，AE5566－5612とし

て，1201年から1771年までの2041通が通し番号を付されて現在ブリュッセ

ル市文書館に所蔵されている。13世紀が465通，14世紀が81通，15世紀が

413通，16世紀が209通，17・18世紀が138通で構成されている21）。13世紀半

ばまでの文書は，AE5566には1201年から1222年までの no.1～35の35通，

AE5567には1223年から1232年までの no.36～71の36通，AE5568には1223年

から1242年までの no.72～99の28通，AE5569には1243年から1249年までの

no.100～144の45通，AE5570には1249年から1252年までの no.145～169の25

通，AE5571には1253年から1257年までの no.170～215の46通，AR5572には

1257年から1276年までの no.216～290の75通が分類されている。

　13世紀の文書を含む主要なカルチュレール 2篇（AE5613; 5614）と 3 篇の

補足的なカルチュレールが（AE5614/2,3,4: MS13539，MS13540，MS13541とも

記載）が伝来している。AE5613は16世紀の手書きの78葉のフォリオからな

り，主にHouthemグランギアの所領に関する1201年から1484年までの文書

が筆写されている。AE5614には，やはり16世紀に書かれた1233年から1554

年までの68葉のフォリオが収録され，ローマ教皇が当該修道院に与えた特

権と譲歩が年代順に記載されている。ノットバールは1276年までの単葉文
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書とカルチュレールに記載されている文書を照合し，カルチュレールにほ

ぼ全ての単葉文書が収録されていることを確認している22）。筆者の調査で

は現在 8通の単葉文書（no.2; 25; 52; 63; 103; 119; 192; 194）が失われているが，

内 4通（no.2; 25; 63; 119）はカルチュレールによって伝来しているため，そ

れらを補足的に利用しながら，単葉群文書を主要素材として検討を行った。

　加えて修道院長の依頼によってブラバン公国の測量官コヴルールによっ

て作成された1716 年から 1720 年の100枚の所領地図が伝来している23）。研

究対象期間よりかなり後のものであるが，所領拠点となる農場の詳細が図

解されているため13世紀におけるカンブル所領考察の参考資料として利用

した。

2．ラ・カンブル修道院所領の地理的環境

　ラ・カンブルの主要な所領は，センヌ川流域とその支流であるマールベ

ーク川流域，そして南北の森林地帯に展開していた。ソワーニュに源を発

するセンヌ川はブリュッセル地域を南から北西へと縦断してディル川に合

流する。多数の支川によって構成される河川網は輪作や牧畜に適合的な肥

沃な土壌を作り出し，豊富な農業生産物の地域交易に利用されてきた24）。

　ブリュッセル西部のセンヌ川左岸では大規模な開墾運動が展開していた

ことがドゥワハによって検証されている。彼は，11世紀には約90％が森林

におおわれていた当該地域の開発がAa家に代表される在地有力家系やアフ

リヘム修道院とグラン・ビガール修道院によって進行し，13世紀半ばには

6.2％の森林を残すまでになったと算出している。それに対して，ラ・カン

ブル修道院本院が創建されたセンヌ川右岸，ブリュッセル南西部に広がる

マールベーク流域では12世紀末においても沼沢地と森林がその景観の主要

な構成要素であった25）。

　センヌ水系は緩勾配で川幅が狭いことから堆積物や降雨の影響によって
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頻繁に川筋が変化したため，湿地の排水と水流管理用の水車と池を中心と

する水利施設を軸として地域開発が進められた。都市ブリュッセルの経済

発展をセンヌ流域の水流の利用という観点から検討したドゥリーニュは，

水車に関する諸権利の複数の在地有力者による分有に着目し，それらの修

道院への集積によって権利関係が再編され，インフラの整備が進められて

ゆく状況を描き出している26）。次章で取り上げるラ・カンブル修道院によ

るQuakenbeekの水車を中心とする所領形成もこの文脈の中に位置づけら

れる。近隣に所在するフォレ修道院は，12世紀から購入によって

Quakenbeekに所領を形成していたが27），13世紀に入るとラ・カンブル修道

院が当該地域に参入してくる。両修道院による水車をめぐる権利関係の錯

綜がみられるが，ラ・カンブル修道院のQuakenbeekグランギアと養魚池

の存在が1234年に確認されていることから（AE5568, 81）28），所領の大半がカ

ンブルの管理下にまとめられていったと考えられる。

　ドゥリーニュはまた，開発の遅れた低湿地という地理的要因を活用した

ラ・カンブルによる大規模な養魚池の設置とそれらの組織的な経営が，14

世紀以降急激に増加する都市の淡水魚需要へ向けられると考え，養魚池の

設置を13世紀末から14世紀に位置づけている29）。確かに，ラ・カンブルの

文書からも，1210年のブラバン公による近隣の池での漁撈権に加え，1225

年には， 3リーブルの年貢租が待降節と四旬節の塩漬けニシン購入のため

に公から譲渡されていることから30），13世紀初頭において魚は主に購入と

漁撈によって自家消費用に調達されていたと考えられる。しかし，修道院

の創建者であるブラバン公が修道院の節制の要として魚を確保する重要性

を強く認識しており，養魚池に作りかえられるための沼地を早い段階で譲

渡していることを考慮に入れると31），自家消費用の淡水魚に向けられた池

の設置が創建直後から始められていた可能性も想定できる。そのため，養

魚池の創設と整備は長期的な時間軸の中で検討する必要があると考える。
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　ソワーニュの森は，ブリュッセルの南東に位置している。15世紀には，

西はSint-Pieters-Leuw，南はHal，Braine-l’Alleud，Waterloo，東はRixensart，

Overijse，Tervuren，北はWoluwe，Uccle，Forestまで広がっており，そ

の面積は，約 1万2000ヘクタールとされる。センヌ水系の幾つもの支流が

Woluwe，Maelbeek，Geleytesbeek，Tourneppeを流れ，ソワーニュの森全

体がこれらの流水網の広大な流域となっていた32）。ブラバン公領の形成過

程における都市ブリュッセルの中心地機能を検討するシャルワダスは，ソ

ワーニュの森が公による領邦政策の要として利用されたことを強調し，小

規模な森林の土地の譲渡によって既存の在地有力者を公の配下として再編

成した過程を検証している33）。さらに，スモラ・メイナールは人口増加と

農村開発の進行に伴って，森林の用益に多くの利害関係者が参与し，それ

らの関係調整を含む森林規制の担い手がブラバン公と在地の森番となって

いたことを指摘している34）。

　ラ・カンブルの文書史料からも，修道院本院とグランギア Lansrode，

Quakenbeek，Beverieren，Brucom，Nova Curia及び所領群Tourneppe，Hal，

Brain-l’Alleud，Woluwe，Watermaelはいずれもソワーニュの森の間近に設

定され，修道院が独占的に使用する土地としてある程度の森林を含んでい

たが，その外側にあるブラバン公の統制が強く働いている森林では詳細に

規定された用益権を公から譲渡され，各グランギアの助修士によって管理

されていることが確認できる（AE5567, 38）。

3 ．ラ・カンブル修道院の所領

　13世紀の文書史料の地名情報から，土地とそれに関する諸権利及び十分

の一税取得地によって構成される43の所領（文末地図参照）を検出すること

ができた。1235年頃までに譲渡が集中し，所領拠点となる主要なグランギ

アが本院周辺に設置されている。主要なグランギアと所領拠点は本院を中
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心として25キロ圏内にあり，それらに緩く結びつけられてゆく多面的な所

領もほぼ50キロ圏内に位置していることから，領域全体としてあるまとま

った空間が形成されていったと考えられる。以下では土地と十分の一税に

大別してそれらの状況の整理を試みる。

3－1．カンブル所領の形成

　1197年にブリュッセル都市民であったジゼルがマールベーク渓谷の20ボ

ニエの土地を購入し，修道女のための礼拝堂と施設を設置したことが修道

院の起源とされる35）。この核は1201年にブラバン公とその妻マチルダから

の Pennebekeの敷地及び隣接する 3か所の未耕地と森林の寄進によって拡

大した（AE5566, 2, 3）。さらに公夫妻からは，Ixellesにある Corenmolenと

それに隣接する養魚池（AE5566, 8），Rhode-saint-Genèseにある50ボニエの

森林，湿地，未耕作地（AE5566, 8; AE5614/2, fol.483），Vilvordeの85ボニエの

森林（AE5614/2, fol.307－309），ソワーニュの森林の用益権（AE5567, 38）が相

次いで譲渡されている。この時期には在地有力者からも小規模な土地とそ

れに関する諸権利の譲渡が集中しており，1235年頃までに主要な所領の基

礎が形成される。

　1240年以降の所領形成に関して 3つの主要な動きを確認することができ

る。まず，修道院は主にブリュッセル地方の北東部に進出し，Zemst, 

Epprgem, Esseneで十分の一税取得地を獲得している（AE5567, 40, 41, 59）。

さらに公領の北部に遠隔地所領群 Giersbergenを設置した（AE5614/2, 

fol.450r）。また，13世紀後半には，ディル川とセンヌ川沿いの都市的中心地

である Leuven（AE5571, 172）やVilvoorde（AE5578, 453），Mechelen（AE5577, 

409, 410）に館を獲得している。
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3－2．グランギア及び所領拠点

　1234年に発給された教皇グレゴリウス 9世による所領確認文書にはグラ

ンギアとして，Lansrode，Quakenbeek，Nova Curia，Houthem と「修道

院に隣接しているグランギア」「grangia juxta abbatiam」が記載されている

（AE5568, 81）。Beverieren，Brucom，Giersbergenに関しては以下で個別に

検討した13世紀前半の文書史料の内容から何らかの拠点を備えた所領群で

あると想定する。　

「修道院に隣接しているグランギア」

　「修道院に隣接しているグランギア」に関しては，文書史料と地図に加え

て，考古発掘調査の成果からも情報を得ることができる。文書史料の初出

は1230年Guillaume de Ledebergによる修道院に近接する農場を含む全財産

の修道院への遺贈である（AE5567, 61）。建物は，当初は修道院の囲壁外の

北東にあったが，所領地図によると後に修道院の境界内に統合されてい

る36）。メガンクは農場の遺構から考古学研究独自の手法と論理によって，

中庭の北側に大きな穀物庫あるいは現物で徴収された十分の一税の納屋を，

中庭の西側には助修士の住居，厩舎，牛小屋，物置を想定しているが37），

13世紀当時の建物の位置と用途を正確に特定することは難しいと思われる。

　1210年に公が発給した文書からは，この農場に居住する助修士たちが穀

物を挽くためにブラバン公から使用権を譲渡された，修道院からほぼ 1キ

ロメートル離れたマールベーク川の水を動力源とする Corenmolenの水車

を利用していたことが明らかになる。さらに同文書において，この水車に

併設された池（Grote Vijver）で修道院に必要な魚を供給するための漁撈を行

っていたことが確認できる（AE5566, 8）。従って，後に修道院を象徴する存

在となるイクセルの 4か所の養魚池（Cleijn Vijver，Nuwen Dam，Pennicbroeck，

Grote Vijver）を活用した組織的なコイの養殖は，ドゥリーニュが検証して
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いるように本稿で対象とする時期よりも遅くに本格的に開始されたと想定

される38）。

　Lansrodeグランギア

　このグランギアの核となるのは，1210年にブラバン公から譲渡された

Rhode-saint-Genèseの50ボニエの土地と森林，養魚池設置のための沼沢地

から成るひとまとまりの所領である（AE5566, 8; AE5614/2, fol.483）。1225年文

書に Lansrodeの curiaが記載されていることから（AE5566, 42），1210年か

ら1225年の間に所領の管理拠点が設置されたと考えられる。1210年にはブ

リュッセル城代が土地と森林に関する全ての権利を譲渡し（AE5566, 26），

1225年に助修士が管理すべき溝で囲われた森林10ボニエが新たにブラバン

公から寄進されていることから（AE5566, 42），ソワーニュの森に接する当

該グランギアにおいて，修道院が独占的に使用する土地が森林に拡大して

ゆく様子が見て取れる。

　また，1221年には，Obrodeにある水車に関する権利と，多数の耕地と未

耕地が獲得されている（AE5566, 26）。13世紀末の確認文書には，上述の沼

沢地に隣接した Ten Bergの泉の近くにある湿地が譲渡され（AE5577, 438, 

441），1439年には当該地域に養魚池 Scapvondel, Steenvoort, Creftenbroeck

の存在が確認されている39）。さらに，所領地図には，Creftenbroeck, Velt-, 

Bosch-, Contrij-, Cleinjin-, Gevaert-, Schaptsvondel-vijverの 7 つの養魚池が

記載されている40）。以上から，1210 年に公から贈与された沼沢地を核とし

て養魚池の創設に着手し，順次周辺の低湿地を獲得しながら，大規模な養

魚施設の整備と拡大に向かっていったことが推測される。

　さらに，1251年に女子修道院長マルガリーテが発給した文書では，

Braine-l’Alleudの 2ボニエの土地の年貢租ルーヴァン貨 3デナリウスとブリ

ュッセルの桝で 1ミュイのライ麦を，このグランギアの助修士に納めるよ
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うに指示されていることから（E5570, 152），在地での食糧備蓄に寄与してい

た可能性も想定される。

　Quakenbeekグランギア

　フォレ修道院は12世紀から当該地域に所領を形成していたが，13世紀に

入るとラ・カンブルも諸権利の集積を開始したため，両修道院による水車

の支配をめぐる対立が生じた可能性がある。1219年に Francon Boleが

Quakenbeek の 4ボニエの土地と，ブリュッセル城代から封として保有し

ていた水車に関する彼の持ち分をラ・カンブルに譲渡している（AE5566, 23）。

1221年には，Henri de Bufsdalもブリュッセル城代から保有していた水車に

関する自身の権利をカンブルに寄進した（AE5566, 26）。それに対して，同

じ Francon Boleは，1224年にはこの水車からの収入の半分とQuakenbeek

の森林と採草地32ボニエをフォレ修道院に譲渡している41）。1234年のグレ

ゴリウス 9世によるラ・カンブルに宛てられた文書からは，この地に設置

されたラ・カンブルのグランギアとそれに隣接する水車と養魚池そして牧

草地42）の存在が確認できることから，この時点においては所領の大半が

ラ・カンブルの管理下にまとめられていったと考えられる。

　13世紀の文書史料からこれ以降の当該グランギアに関する記載を見出す

ことはできないが，14世紀以降の文書史料と近年の考古発掘調査の成果を

利用して当該地域の変遷を検討したカビィは，1389年にはこのグランギア

がフォレ修道院に譲渡され，ラ・カンブルはこの水車から300メートル下流

にある林業に向けられたDen Roectaert農場に拠点を移しているとして，森

林と沼沢地の経営をめぐる両者の競合状態は，最終的にラ・カンブルが所

領の交換に応じで権利を放棄する14世紀の末まで維持されたと考えてい

る43）。
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　Nova Curiaグランギア

　当該グランギアは修道院本院に近接し，ソワーニュの森とHeghdeの森

に挟まれたGeleysbeek川と Linkebeek川の流域に設定された44）。他のグラ

ンギアとも隣接しているためその機能的特徴を明確にするのは難しいが，

フォレ修道院との競合関係がこのグランギアを所領拠点として確立させた

可能性が考えられる。1233年にラ・カンブル女子院長によってフォレ修道

院宛に発給された協定文書からは，ラ・カンブル修道院がフォレに所有し

ていた森林と耕地を，フォレ修道院が所持していた標石と柱によって囲わ

れたNova Curiaに隣接する 3ボニエの耕地と交換したことが記載されてい

る（AE7014, 80）。

　Houthemグランギア

　センヌ川右岸流域 Vilvorde近郊にあり，広大な放牧地とHouthemの森

によって構成されている。1221年に Gilbert Ralenが入会時の寄進として

Vilvordeの土地と採草地 8ボニエを寄進した（AE5568, 87）。1230年，修道院

はアンリ 2世からVilvordeの森にある85ボニエ，複数の在地有力者から森

林の15ボニエと 1マンスを譲渡されている（AE5614/2, fol.307－309）。1230年

の別の文書で，アンリ 2世はHouthemの curiaに住む助修士たちに自家使

用のために泥炭を採掘する許可を与えている（AE5568, 70, 71）。この泥炭が

修道院本院や他の館の利用にも向けられていたかは定かではない。しかし，

泥炭採掘には，泥炭湿地林という地理的条件に加え，水路を設置して泥炭

地の地下水を排出する必要があることから，このグランギアに特化してい

たと想定される。さらに，1240年から1249年まで， 5 ボニエの森林

（AE5614/2, fol.303r）； 6 ジュルナルの土地（AE5569, 121）； 3 ボニエの土地

（AE5570, 147）といった在地有力者からの小規模な土地の購入による所領の

拡大も確認できる。
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　Beverieren

　1234年のブラバン公文書では，Alard d’YsscheがイクセルのOvertssche

に所持していた世襲財産の全てを一括してカンブルに譲渡したことから

（AE5568, 83），すでに経営拠点を備えた所領であった可能性が想定される。

ノットバールは，Beverierenグランギアが1234年以前に設置されたと考え

ているが，修道院の文書庫に残されている文書史料からグランギアの存在

を確認することはできない45）。

　Brucom

　ブリュッセル地域の最有力家系である Aa家46）とその関係者による，

Leeuw-Saint-Pierreでの継続的な土地とそれに関する諸権利の譲渡によって

所領群が形成されてゆく。1225年のGatier de Aaによる Lothの25ボニエの

寄進を始めとして，1256年のAa家の所領役人によるBrucomの 2ボニエの

譲寄まで，9件の譲渡が当該地域を対象として行われていることが確認できる。

（AE5567, 43, 60, 61; AE5614/2, fol.264r; AE5569, 99, 115, 117; AE5570, 143; AE5572, 211, 

212）。また，所領地図においても，家畜小屋，菜園，納屋を備えた大小の

農家が記載されている47）。

　Giersbergen

　Giersbergen所領の源流は，ブラバン公が譲渡した公領北部のDrunenと

Udenhoutの土地である。1244年に公が発給した文書によれば（AE5614/2, 

fol.450），彼が譲与したのは，Drunenの未耕地150ボニエに加え，牧草地と

湿地からなるDrunenの自有地の用益権であることから，その景観は低湿

地帯の低開発地という性格を示していると思われる。修道院は公によって

この土地の開発を託されたと考えられるが，修道院による当該地域の経営

は1285年には終了していると想定される。1285年に女子院長によって発給
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された文書においてGiersbergenの土地 3ジュルナルと家一軒が，Elisabeth 

de Oeidenへの終身年金支払いに充てられることが記載されているからで

ある（AE5576, 363）。

4 ．十分の一税

　ロウェルス等によって提起された新たな分析視角において，十分の一税

がキリスト教社会に特徴的な財の交換と再分配を促進し，社会的結合に本

質的な役割を果たしたことが共通理解となっている。聖俗有力者によって

共同管理されてきた十分の一税の徴収は，グレゴリウス改革以降，聖職者

の優位性と教会の普遍的支配というイデオロギー形成の道具として利用さ

れてゆく。十分の一税徴収は，聖なる場所の周りに人々を組織し，定着さ

せ，土地からの生産物全体に対する支配のメカニズムとなり，不画定であ

った小教区の境界確定を促進するかに見えたが，修道院の免除特権によっ

て新たな揺さぶりをかけられることになる。しかし，それによって在俗聖職

者と修道院が分断の方向へ向かうのではなく，十分の一税を主軸とした新

たな連帯による「テリトリー化」が実現されていったと考えられている48）。

　11世紀以降の十分の一税について山田欣吾は，土地ないし所領収入と一

体のものとして事実上土地領主権のように扱われ，その歴史は，確実で一

般的な収入として在俗教会と修道院と俗人領主の三つ巴の争奪戦という形

で展開されてゆくとしている49）。11世紀末のアフリヘム修道院の創建まで

中心的な教会組織を欠き，司教座であるカンブレからも距離のあるブリュ

ッセル地域においては，十分の一税が俗人在地有力者の世襲財産の一部と

されていた事例がドゥワハによって提示されている50）。12世紀以降，それ

らはブリュッセル地域に相次いで創設される修道院への譲渡対象となって

ゆく。コンスターブルは修道士による十分の一税の保持を，修道士に属さ

ない又は修道士のために耕作されていない土地で働く人々からの支払いと，
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修道士自身が支払うべき十分の一税を自身で保持するものとに分類した51）。

さらにカビィは中世盛期に創建された修道院がそれらとの関わりにおいて

自身の立ち位置を提示する指標としていたことを指摘している52）。アフリ

ヘム修道院は，収入の十分の一による貧民救済の実践という用途によって

保持を正当化しているのに対して53），ラ・カンブル修道院は，修道士自身

が貧者であることを保持の根拠とするシトー会全体に与えられた特権に依

拠し，シトー会の修道院としてそれを享受するという形を取っている。以

下ではまず教皇文書によって付与されるラ・カンブル修道院の免除をめぐ

る状況を確認し，次に俗人からの十分の一税収入の譲渡が，在俗教会とカ

ンブレ司教の承認によって集積されてゆく有様を概観する。

　一連の教皇文書は1219年以降に発給されていることから，1215年の第 4

回ラテラノ公会議以降一層拡大していったシトー会の十分の一税をめぐる

波紋の中に位置づけられる。12世紀以降シトー会の免除特権は以前の徴収

者からの根強い反発にさらされており，彼らは対象となる土地を所有して

いる個々のシトー会修道院に対して，自らの徴収権を主張する機会を常に

窺っていた。教皇は免除特権付与者としてシトー会を擁護する立場を取り

つつも，調整のために状況に応じた措置を講じる必要に迫られることにな

った54）。

　教皇ホノリウス 3世は，1219年10月30日にラ・カンブル修道院に宛てて

発給した文書において，免除を新開墾地と公会議以前に取得した土地に限

定する第 4 回ラテラノ公会議の決定を提示した後，新開墾地に加え，庭，

果樹園，漁撈，家畜飼料を十分の一税免除の対象に含めることに細心の注

意を払っている。しかし，この文書においては，これらが1215年以前に取

得されたものか，後なのかが区別されていない（AE5566, 18）。

　家畜の飼料は，ラテラノ公会議での不明確さから度々争論を引き起こし，

ラ・カンブルにおいても同様であった。1219年の免除特権付与文書にもか
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かわらず，それらが聖職者によって課税対象であると解釈されることが頻

発したため，1224年に教皇ホノリウス 3世は，1219年文書によってラ・カ

ンブル修道院に示した免除の要綱を全聖職者に宛てて再確認している

（AE5566, 22）。しかし，依然として窮状を訴えるラ・カンブルの要請に応じ

て，教皇グレゴリウス 9世は1228年のリエティの教令において，ランス大

司教とその大司教区の在俗聖職者に上述のラ・カンブルの免除特権につい

て注意を喚起している（AE5567, 54）。しかし，ランスの高位聖職者達とラ・

カンブル修道院との十分の一税をめぐる対立状態は継続してゆく。1229年

のペルージャの教令は，再三の警告の後，ラテラノ公会議以前に獲得され

た土地からの十分の一税の徴収を始めとする様々な形でラ・カンブル修道

院に損害を与えた者を破門にするよう，ランス大司教及び大司教区の高位

聖職者に命じている。加えて，在俗あるいは律修聖職者の場合も，上訴な

しに聖務と特権が停止されると記載しているのである（AE5567, 52）。さら

に1233年に同じ教皇によって発給された文書で上述の条項が繰り返されて

いる（AE5568, 73）。それでも状況が改善されなかったことが，1244年に教

皇イノセント 4世がランスとケルン大司教区の聖職者に同じ用語を使用し

た教令を送ったこと（AE5569, 108），そして1257年にも教皇アレクサンドル

4世が再びランス大司教区の聖職者に対して上述と同じ厳しい措置を命じ

ていることから推察される（AE5572, 221）。

　修道院による大期模な牧畜は，家畜の群れを俗人に託して修道院に属さ

ない放牧地を利用することも多かったため，さらなる争論の要因となった。

そのため1244年に教皇イノセント 4世はシトー会に対して，家畜の飼料に

対する十分の一税免除を明記し，これらの放牧地も免除対象に含まれるこ

とを確認している（AE5569, 108）。ラ・カンブル修道院に対しても，1255年

にアレクサンデル 3世からシトー会への免除を踏まえた特権文書が付与さ

れ，家畜やその飼料に対する免除が明確に規定されている（AE5571, 199）。
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　ラ・カンブル修道院は，創建の直後から1261年までに18か所で十分の一

税を取得している（文末地図参照）。十分の一税の管理は司教に委ねられて

いたため，修道院への譲渡は度毎に司教から承認される必要があった。以

下では13世紀前半のカンブレ司教によるラ・カンブル修道院への十分の一

税の確認文書を取りまとめて検討する。

　1200年から1219年まで司教職にあったジャン 3世は，十分の一税を教会

組織に奪還するだけでなく，それが徴収されるべき教区教会に戻すことを

目指していたとされる55）。俗人によるカンブル修道院への譲渡は次のよう

なプロセスを踏んで行われたことが史料から確認できる。まず譲渡対象と

なる十分の一税が本来徴収されるべき教区を管轄する聖職者の下に置かれ，

その後彼の手を通じて修道院に譲渡されるという形を取り，それを最終的

に司教が承認する。在俗教会と修道院および俗人領主が十分の一税をめぐ

る妥協点を模索する中で，地域秩序の再編が進められていった可能性が浮

かび上がってくる。

　1214年のブリュッセル城代による ZandbergenとHuizuingenの十分の一

税譲渡においては，十分の一税が属する教区教会がカンブレ司教自身の管

轄下にあったため司教による単独の確認となっている（AE5566, 11）が，1217

年文書では，ブリュッセル城代と都市役人の娘によって教区教会を監督す

るアントワープの大助祭の手にHoeylaetとWezembeekの十分の一税が返

却され，それらを大助祭がラ・カンブル修道院に譲渡し，最終的にカンブ

レ司教の承認が取りつけられている（AE5566, 16）。さらに1219年文書では

以下のように詳細にその過程が記載されている。Dworp教区内でTourneppe

の十分の一税を世襲財産として所持していたLucedrok家のGuyとBernerus

は，ラ・カンブル修道院への遺贈を望む母と兄弟の Jacquesの意思を厳格

に尊重し，Dworp教区教会への返還を説得するために司教が派遣したアン

トウェルペン大助祭の提案を拒否した。司教は，「前述の兄弟Guy, Bernerus



― 51 ―

中世盛期ブリュッセル地域の修道院所領

の手を通じてこの十分の一税が俗人の手に戻されないように」「Ne decima 

superius dicta ad manus laicas reuerteretur par manus dictorum B. et G. 

fratrum」大助祭の手に委ねてともに熟考し，彼を通じで特別の計らいをも

ってラ・カンブル修道院への譲渡を承認しているのである（AE5566, 20）。

　1220年から1238年まで司教として在位したゴドフロワは，十分の一税の

本来の享受者である教区教会への返還よりも，修道院への譲渡を熱心に推

し進めた人物とされる。そのような収入を手中にしていた俗人に対して，

ラ・カンブルを含む修道院にそれらを委ねるよう呼びかけたことも指摘さ

れている56）。ラ・カンブルへの確認文書にも教区教会の関与は記載されて

いない。1229年の文書において，Ruysbroek, Berg, Leeux, Anseghem, 

Wesembeek, Esschene, Hyssinghenの十分の一税の俗人たちによるラ・カ

ンブル修道院への譲渡は，単にアンデルレヒト参事会の同意を取りつけた

だけで承認されている（AE5567, 51）。また，経緯は不明であるが，1229年

に Leeuw-Saint-Pierreの十分の一税が（AE5567, 60），1234年には，それ以前

に獲得されていたと思われる Vilvoldeの十分の一税の譲渡がゴドフロワに

よって確認されている（AE5568, 81）。

　また，司教は俗人からの要請によって十分の一税譲渡の仲介をすること

もあった。ブラバン公によって発給された1234年文書（AE5567, 40, 41）で

は，騎士Gossuin d’Eppegemgaが死の床でラ・カンブルの修道女たちに遺

贈することを望んでEppegem教区の十分の一税をブラバン公に託し，公が

その願いを叶えるために司教による認証を求めている。

　1238年から1247年まで司教職にあったギ・ド・ラオンは，ラ・カンブル

修道院の文書庫に何の痕跡も残していない。聖職者の清貧の徹底を重視し

た人物とされていることから57），修道院への十分の一税の譲渡を留保し，

教区教会への返還のみを承認した可能性も想定できるが，いずれにしても

1235年以降，ラ・カンブル修道院には俗人からの新たな十分の一税の譲渡
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が殆ど見出されなくなる。1245年のエクス・ラ・シャペルのノートルダム

参事会からのVilvoorde教会の収入の譲渡（BRmMss.13539, fol.293v294r）のよ

うに，他の教会施設や聖職者からの譲渡の一部という形を取るようになっ

てゆく。

　1249年から1273年にかけてカンブレ司教であったニコラは，先任者ゴド

フロワの甥であり，ヴァランシエンヌ大助祭であった。1259年のプレモン

トレ会ヴェルマン修道院によるHuyssighemの祭壇の譲渡（AE5573, 241）や

エクス・ラ・シャペルのノートルダム参事会からなされたラ・カンブルへ

の Vilvoorde教会の収入の譲渡（AE5567, 36）といった教会の財産や収入に

関する他の教会施設との協定確認書に登場している。1261年にニコラは，

Humelghem教区司祭であったアンリの遺言に従って，十分の一税を含む

全ての財産のラ・カンブル修道院への遺贈を承認している（AE5574, 262）。

この遺贈は後任の司教によっても繰り返し承認されて（AE5567, 263, 264, 265, 

266; AE5576, 369）おり，教区司祭による教区収入の修道院への遺贈は，関係

者の承認を積み重ねてゆくことが必要とされる事案であったことは確かで

ある。とはいえ，ラ・カンブル修道院への教区の聖職者による譲渡に関し

ては，1267年の Saint-Gudule教会の司祭による年貢租の譲渡（AE5575, 313），

1269年の Beersel教区の司祭による家の譲渡（AE5575, 322），1279年の

Linkebeek教区の司祭による複数の十分の一税譲渡（AE5567, 347, 387），が

13世紀文書史料から確認できることから，例外的な事例とは言えない可能

性がある。

　教皇文書からは，十分の一税免除をめぐるラ・カンブル修道院と在俗聖

職者の間の緊張関係と，シトー会全体の免除特権に基づいたラ・カンブル

への個別的な保護が確認された。ただし，カンブレ司教による確認文書は，

十分の一税をめぐる問題が，単なる在俗聖職者と修道院との争いとしてで

はなく，相当な広がりを持つコンテクストの中で考察されねばならないこ



― 53 ―

中世盛期ブリュッセル地域の修道院所領

とを示している。13世紀半ばまで小教区を統括するサン・ミッシェル参事

会教会が中心集団として十分に機能していなかったブリュッセル地域にお

いてこそ，小教区教会の在俗聖職者と修道院所領経営との関連性・連動性

が明確に浮かび上がってくると言えるのではないだろうか。

お わ り に

　本稿では，ラ・カンブル修道院の旧文書庫に所蔵されていた単葉文書群

を対象とし，13世紀前半を中心として情報の整理と分析を行った。主要な

グランギアと所領拠点は本院を中心として25キロ圏内にあり，それらに緩

く結びつけられてゆく多面的な所領もほぼ50キロ圏内に位置していること

から，領域全体としてあるまとまった空間が形成されていったと考えられ

る。特に本院とその周辺所領は，センヌ水系の低湿地や森林に集中的に展

開し，所与の地理的条件に応じて，養魚池を中心として都市の需要に向け

られた経済活動の場を整備していったことが明らかとなった。近年の研究

においても，シトー会修道院による複数の養魚池を利用するコイ養殖技術

の開発が注目を集めており58），今後は養魚技術という視点からラ・カンブ

ル修道院とシトー会の関係を検討する必要があると考える。

　さらに，この時期の所領形成に特徴的な要素として多数の十分の一税取

得地の集積があった。カンブレ司教による確認文書は，十分の一税をめぐ

る諸問題を単なる在俗聖職者と修道院との争いとしてではなく，より広範

な文脈の中で再検討する必要性を提示している。文書に記載されたラ・カ

ンブル修道院への譲渡のプロセスは，在俗教会と修道院および俗人領主に

よる妥協点の模索によって，在地における十分の一税を主軸とする地域秩

序の再編の可能性を示しているように思われる。都市への恒常的な人口流

入に伴って小教区教会が増加していったのは，まさにラ・カンブル修道院

によって所領形成が進められていた地域であった。本稿ではブリュッセル
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地域の小教区の展開を議論に組み込むことができなかったが，小教区教会

の在俗聖職者と修道院所領経営との関連性・連動性が，territorializationの

梃となっていたのではないだろうか。この点を今後の課題としたい。

付記・本稿は2019－2022年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）「研
究課題番号19K01083　研究代表者　舟橋倫子」による研究成果の一部である。
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〈資料〉

13世紀前半のラ・カンブル修道院所領

★ラ・カンブル修道院；　●所領；　〇十分の一税取得地；　▲グランギア； 

■所領拠点；　◉所領と十分の一税取得地

1 . Merchtem，2. Vilvorde，3. Machelen，4. Diegem，5. Bertem，
6 . Itterbeek，7. Anderlecht，8. Ixelles，9. Woluwe，10. Wezembeek，
11. Leefdael，12. Zandbergen，13. Etterbeek，14. Forest，15. Boendael，
16. Ruysbroeck，17. Leew-Saint-Pierre，18 . Beersel，19 . Watermael，
20. Huizingen，21. Tourneppe，22. Rhode-saint-Genèse，23. Overijse，
24. Houthem，25. Quakenbeek，26. Nova Curia，27. Lansrode，28. Beverieren，
29. Brucom，30. Giesbergen，31. Lille，32. Contich，33. Zemst，34. Eppegem，
35. Essene，36. Jette，37. Berg，38. Humelghem，39. Wezembeek，40. Hal，
41. Hoeylaert，42. Braine-l’Alleud，43. Glabbeek，44. Cumptich

　AE5566; 5567; 5568; 5569より筆者作成。
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